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８
月
２３
日
、
上
皇
上
皇

后
両
陛
下
は
、
ご
静
養
先

の
長
野
県
軽
井
沢
町
で
、

大
日
向
開
拓
地
の
キ
ャ
ベ

ツ
畑
を
訪
ね
ら
れ
た
。

今
年
は
戦
後
８０
年
の
節

目
の
年
で
あ
り
、
復
興
へ

の
土
台
作
り
を
担
っ
て
き

た
開
拓
地
へ
、
今
年
も
訪

ね
た
い
と
い
う
強
い
お
気

持
ち
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
（
側
近
の
推
察
）
。

大
日
向
は
主
に
満
州
か

ら
の
引
揚
者
に
よ
る
開
拓

地
で
、
両
陛
下
が
皇
太
子

同
妃
殿
下
の
時
代
か
ら
、

戦
後
開
拓
農
家
の
開
墾
の

ね
ぎ
ら

苦
労
を
労
い
、
慰
労
訪
問

さ
れ
て
き
た
、
思
い
出
の

場
所
で
あ
る
。

こ
の
日
は
、
４７
（
昭
和

２２
）
年
に
昭
和
天
皇
が
地

方
巡
幸
で
訪
れ
て
、
入
植

者
を
激
励
さ
れ
た
時
の
記

念
碑
に
も
立
ち
寄
ら
れ

た
。両

陛
下
は
手
を
つ
な
い

で
ゆ
っ
く
り
と
キ
ャ
ベ
ツ

畑
を
散
策
さ
れ
、
上
皇
さ

ま
が
「
良
く
育
っ
て
い
る

み
た
い
ね
」
と
上
皇
后
さ

ま
に
笑
顔
で
話
し
か
け
ら

れ
て
い
た
。

両
陛
下
と
大
日
向
開
拓

地
の
思
い
出
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
沢
山
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
存
在
す
る
。

８４
（
昭
和
５９
）
年
の
ご

訪
問
で
は
、
畑
で
収
穫
し

た
ば
か
り
の
レ
タ
ス
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
大
き

な
レ
タ
ス
を
抱
え
て
、
満

面
の
笑
み
を
こ
ぼ
さ
れ

た
。
０８
（
平
成
２０
）
年
に

は
大
日
向
開
拓
記
念
館
も

訪
れ
ら
れ
、
開
拓
者
が
使

っ
て
い
た
農
機
具
な
ど
を

ご
見
学
。
厳
し
い
条
件
下

で
開
拓
に
挑
ん
だ
開
拓
農

家
と
懇
談
さ
れ
、
「
ご
苦

労
も
多
か
っ
た
で
し
ょ

う
」
と
開
拓
者
の
苦
労
を

労
わ
れ
た
。

戦
後
７０
年
の
節
目
と
な

っ
た
１５
（
平
成
２７
）
年
に

は
、
両
陛
下
の
ご
希
望
に

よ
り
、
戦
後
開
拓
の
歴
史

を
伝
え
る
写
真
な
ど
を
ご

覧
に
な
り
な
が
ら
、
開
拓

農
家
と
交
流
さ
れ
、
再
び

記
念
館
に
も
訪
問
さ
れ

た
。地

元
の
方
は
「
毎
年
来

て
下
さ
っ
て
う
れ
し
い
限

り
で
す
」と
述
べ
て
い
た
。

農
水
省
は
８
月
２９
日
、
２６

年
度
農
林
水
産
予
算
の
概
算

要
求
を
財
務
省
に
提
出
し

た
。
総
額
は
２
兆
６
５
８
８

億
円
で
、
２５
年
度
当
初
予
算

を
１７
％
上
回
る
。

新
し
い
基
本
計
画
が
で
き

て
か
ら
初
の
予
算
要
求
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
農
業

の
持
続
可
能
な
成
長
を
実
現

す
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な

予
算
と
な
る
。

ま
た
、
現
下
の
米
を
め
ぐ

る
情
勢
を
踏
ま
え
、
米
の
需

要
に
応
じ
た
増
産
実
現
予
算

と
し
て
、
新
た
に
「
米
穀
等

安
定
生
産
・
需
要
開
拓
総
合

対
策
事
業
」
４０
億
円
を
盛
り

込
ん
だ
。

重
要
事
項
と
し
て
、
①
食

料
安
全
保
障
の
強
化
②
農
業

の
持
続
的
な
発
展
③
農
村
の

振
興
―
な
ど
の
７
項
目
と
し

た
（
図
参
照
）
。
（

）
内

は
２５
年
度
当
初
予
算
額
。

①
食
料
安
全
保
障
の
強
化

水
田
で
の
戦
略
作
物
の
本

作
化
・
畑
地
化
、
麦
・
大
豆

の
作
付
け
拡
大
な
ど
に
、
前

年
よ
り
９０
億
円
多
い
２
９
６

０
億
円
。

農
産
物
の
合
理
的
な
価
格

形
成
に
向
け
た
コ
ス
ト
構
造

等
に
関
す
る
調
査
や
、
コ
ス

ト
指
標
の
取
引
実
態
調
査
、

消
費
者
等
理
解
醸
成
等
に
９

億
円
（
１
億
円
）
な
ど
。

②
農
業
の
持
続
的
な
発
展

「
地
域
計
画
」
の
実
現
に

向
け
、
農
地
を
引
き
受
け
る

担
い
手
の
機
械
等
の
導
入

や
、
共
同
利
用
施
設
の
新
設

・
再
編
、
新
規
就
農
者
の
育

成
・
確
保
な
ど
に
７
２
５
億

円
の
内
数
（
―
）
な
ど
。

③
農
村
の
振
興

官
民
共
創
の
促
進
に
よ
る

地
域
課
題
の
解
決
、
農
泊
・

農
福
連
携
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
付
加
価
値
の
創

出
、
棚
田
地
域
の
振
興
、
中

山
間
地
等
の
農
用
地
保
全
の

推
進
に
８６
億
円
（
７４
億
円
）

な
ど
。

④
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立

有
機
農
業
の
取
り
組
み
拡

大
、地
域
資
源
の
循
環
促
進
、

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
推
進
、

環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み

強
化
へ
の
検
討
等
に
３９
億
円

（
６
億
円
）
な
ど
。

（
畜
産
・
酪
農
の
概
要
は

２
面
掲
載
）

今
年
度
の
全
国
開
拓
青
年

・
女
性
研
修
会
は
、
全
日
本

開
拓
者
連
盟
・
全
開
連
・
全

国
開
拓
振
興
協
会
の
中
央
開

拓
三
団
体
共
催
で
、
１１
月
１８

〜
２０
日
の
３
日
間
、
福
岡
県

下
で
開
催
さ
れ
る
。

１
日
目
は
、福
岡
市
の「
ホ

テ
ル
モ
ン
ト
レ

ラ
・
ス
ー

ル
福
岡
」
に
集
合
し
、
全
国

開
拓
振
興
協
会
の
講
演
会
事

業
「
日
本
の
�
農
�
講
演
会

２
０
２
５
㏌
福
岡
」
に
参
加

す
る
（
こ
の
講
演
会
は
一
般

の
方
も
聴
講
で
き
る
）
。

講
師
と
演
題
は
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
山
口
亮
子
氏
が

「
人
口
減
少
時
代
の
農
業
〜

肥
料
の
調
達
難
と
意
外
な
解

決
策
〜
」と
題
し
て
、
ま
た
、

東
京
大
学
大
学
院
特
任
教
授

の
鈴
木
宣
弘
氏
が
「
食
は
命

〜
農
は
国
の
本
な
り
」
と
題

し
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。

２
日
目
の
現
地
視
察
研
修

で
は
、
「
福
岡
市
中
央
卸
売

市
場
食
肉
市
場
」
を
視
察
。

そ
の
後
は
、
太
宰
府
市
の

「
大
宰
府
天
満
宮
」
、
佐
賀

県
吉
野
ヶ
里
町
の
「
吉
野
ヶ

里
遺
跡
」
を
見
学
し
、
「
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
久
留

米
」
と
「
久
留
米
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ホ
テ
ル
」
に
宿
泊
。

３
日
目
は
朝
食
後
解
散
。

問
い
合
わ
せ
は
当
協
会
へ
。

26年度農林水産関係予算要求の主な事項 （ ）は前年度

１．食料安全保障の強化
・水田活用の直接支払交付金等 ２，９６０億円

麦・大豆等の本作化、保管施設の整備など （２，８７０億円）

・持続的生産強化対策事業 １６０億円
野菜、果樹、花き、茶・薬用作物、養蜂等の生産基盤の強化 （１４２億円）

・合理的な価格の形成 ９億円
コスト指標の作成・実証、コスト構造等の調査、取引実態調査 （１億円）

２．農業の持続的な発展
・地域計画の実現に向けた支援 （内数） ７２５億円

農業機械等の導入、農地の集約化、新規就農者の育成 （─）

・スマート農業技術活用促進集中支援プログラム ３０６億円
スマート農業技術の開発・供給推進、高温耐性品種開発等 （１８２億円）

・農業農村整備事業〈公共〉 ３，９４１億円
農地大区画化、水田汎用化・畑地化、水利施設の更新等 （３，３３１億円）

３．農村の振興
・農山漁村振興交付金 ８６億円

農泊・農福連携、中山間地域等の農用地保全の推進等 （７４億円）

４．環境と調和のとれた食料システムの確立
・みどりの食料システム戦略推進総合対策 ３９億円

有機農産物の生産・需要拡大、みどり戦略の取組加速化 （６億円）

・環境保全型農業直接支払交付金 ２９億円
地球温暖化防止や生物多様性等への営農活動支援 （２８億円）

５．多面的機能の発揮
・多面的機能支払交付金 ５００億円

地域資源を適切に保全管理するための共同活動への支援 （５００億円）

・中山間地域等直接支払交付金 ２８５億円
中山間地域等での農業生産活動継続への支援 （２８５億円）

今
年
で
９７
回
目
と
な
る
全

国
花
火
競
技
大
会
「
大
曲
の

花
火
」
が
８
月
３０
日
、
秋
田

県
大
仙
市
で
開
催
さ
れ
、
日

本
屈
指
の
花
火
師
た
ち
が
腕

を
競
っ
た
。
一
夜
に
１
万
８

０
０
０
発
も
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
各
地
か
ら
訪
れ

た
観
客
を
魅
了
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
大
会

提
供
花
火
の
今
年
の
テ
ー
マ

は
、
去
年
と
同
じ
「
平
和
」

だ
っ
た
。
世
界
も
農
業
を
巡

る
情
勢
も
早
く
平
和
を
取
り

戻
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

２６
年
度

概
算
要
求

農
水
予
算
２
兆
６５８８
億
円

２６
年
度

概
算
要
求

農
水
予
算
２
兆
６５８８
億
円

上
皇
上
皇
后
両
陛
下

上
皇
上
皇
后
両
陛
下

新
し
い
基
本
計
画
実
現
に
向
け
１７
％
増

戦
後
８０
年
の
節
目
を
開
拓
地
で

戦
後
８０
年
の
節
目
を
開
拓
地
で

１１月１８日
～２０日

今
年
は
福
岡
県
で
開
催

全
国
開
拓
青
年
・
女
性
研
修
会

大日向開拓の野菜畑を散策される両陛下（写真提供：長野県）

夏の終わりを彩る大曲の花火

・「食料・農業知っておきたい話」―１４８回―（２面）
・日本型直接支払調査 地域活動は増加傾向

（３面）
・栃木県開拓畜産家族親睦会 （４面）
・農場拝見 大塚農園（栃木県） （５面）
・乳房炎対策セミナー （６面）
・アニマルウェルフェア調査 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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農
水
省
が
決
定
し
た
２６
年

度
農
林
水
産
関
係
予
算
概
算

要
求
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
と
要
求
額

は
次
の
と
お
り
。
要
求
額
の

（

）
内
は
２５
年
度
当
初
予

算
額
。

★
畜
産
・
酪
農
の
生
産
基
盤

の
強
化

①
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

飼
料
生
産
力
・
生
産
体
制

強
化
対
策
事
業
等
９
億
円

（
８
億
円
）

遺
伝
子
解
析
技
術
等
を
活

用
し
た
家
畜
改
良
の
推
進
、

肉
用
牛
の
出
荷
月
齢
の
早
期

化
、
和
牛
の
信
頼
確
保
の
た

め
の
遺
伝
子
型
の
検
査
、
乳

用
牛
の
長
命
連
産
性
向
上
に

資
す
る
適
切
な
飼
養
管
理
の

普
及
促
進
の
取
り
組
み
等
を

支
援
。

②
畜
産
・
酪
農
に
お
け
る

環
境
負
荷
低
減
等
の
取
り
組

み
の
推
進

飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型
酪

農
・
肉
用
牛
産
地
支
援
５６
億

円
の
内
数
（
５６
億
円
の
内

数
）
、
農
山
漁
村
地
域
整
備

交
付
金
８
８
４
億
円
の
内
数

（
７
６
２
億
円
の
内
数
）
、

持
続
可
能
性
配
慮
型
畜
産
推

進
事
業
１
億
円
（
１
億
円
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

が
連
携
し
た
有
機
飼
料
の
生

産
拡
大
、
家
畜
排
せ
つ
物
処

理
施
設
の
機
能
強
化
、
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
配
慮

し
た
飼
養
管
理
の
普
及
・
定

着
や
畜
産
Ｇ
Ａ
Ｐ
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
等
を
支
援
。

★
肥
料
の
国
産
化
・
安
定
供

給
国
内
肥
料
資
源
の
利
用
拡

大
・
広
域
流
通
に
向
け
た
堆

肥
等
の
高
品
質
化
・
ペ
レ
ッ

ト
化
等
に
必
要
な
施
設
整

備
、
ほ
場
で
の
効
果
実
証
等

を
支
援
１
億
円
（
０
・
３
億

円
）

★
国
産
飼
料
の
生
産
・
利
用

拡
大
、
飼
料
の
安
定
供
給

①
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大

飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型
酪

農
・
肉
用
牛
産
地
支
援
５６
億

円
（
５６
億
円
）
、
飼
料
備
蓄

・
増
産
流
通
合
理
化
事
業
の

う
ち
国
産
飼
料
増
産
対
策
事

業
１８
億
円
の
内
数
（
１８
億
円

の
内
数
）

酪
農
・
肉
用
牛
経
営
者
等

の
連
携
に
よ
る
計
画
的
な
飼

料
増
産
や
飼
料
品
質
向
上
の

取
り
組
み
、
飼
料
生
産
組
織

の
人
材
確
保
・
育
成
、
国
産

濃
厚
飼
料
の
生
産
・
利
用
の

推
進
、
生
産
性
の
高
い
持
続

可
能
な
飼
料
産
地
の
形
成
の

取
り
組
み
を
支
援
。

②
草
地
関
連
基
盤
整
備

〈
公
共
〉

３
９
４
１
億
円
の
内
数

（
３
３
３
１
億
円
の
内
数
）

草
地
に
立
脚
し
た
畜
産
経

営
の
展
開
に
必
要
と
な
る
基

盤
整
備
等
を
推
進
。

★
経
営
安
定
対
策
の
充
実

①
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策２

３
０
３
億
円
（
２
３
０

３
億
円
）

畜
種
ご
と
の
特
性
に
応
じ

て
、
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給

金
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

交
付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、

肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚

マ
ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料
乳

生
産
者
補
給
金
、
鶏
卵
生
産

者
経
営
安
定
対
策
事
業
等
に

よ
り
、
畜
産
・
酪
農
経
営
の

安
定
を
支
援
。

★
家
畜
伝
染
病
、
病
害
虫
等

へ
の
対
応
強
化

①
家
畜
衛
生
等
総
合
対
策

８２
億
円
（
７７
億
円
）

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基

づ
き
、
殺
処
分
を
し
た
家
畜

等
に
対
す
る
手
当
金
や
、
都

道
府
県
の
防
疫
措
置
等
に
対

す
る
負
担
金
を
交
付
す
る
ほ

か
、
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
水
際
で

の
検
疫
措
置
等
を
支
援
。

②
消
費
・
安
全
対
策
交
付

金
２４
億
円
（
１９
億
円
）

豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
発
生
予
防
の
た
め
、

飼
養
衛
生
管
理
の
向
上
や
農

場
の
分
割
管
理
の
推
進
、
野

生
動
物
対
策
の
強
化
等
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
重
要
病

害
虫
の
侵
入
・
ま
ん
延
防
止

等
を
支
援
す
る
ほ
か
、
農
畜

水
産
物
や
加
工
食
品
中
の
有

害
化
学
物
質
・
微
生
物
の
調

査
、
安
全
性
向
上
対
策
の
有

効
性
の
検
証
等
を
支
援
。

★
収
ま
ら
な
い
コ
メ

騒
動令

和
の
コ
メ
騒
動
が
収
ま

ら
な
い
。
辿
っ
て
い
く
と
、

日
本
の
食
と
農
を
苦
し
め

て
、
こ
こ
ま
で
追
い
込
ん
だ

根
本
原
因
は
米
国
と
の
関
係

に
行
き
つ
く
。
私
達
は
、
米

国
に
よ
る
「
胃
袋
か
ら
の
属

国
化
」
か
ら
脱
却
し
、
独
立

国
と
し
て
米
国
と
対
等
な
関

係
を
築
か
な
く
て
は
、
日
本

の
食
と
農
と
日
本
社
会
が
守

れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ

く
必
要
が
あ
る
。も
う
一
度
、

こ
の
点
を
整
理
し
て
お
こ

う
。令

和
の
コ
メ
騒
動
の
原
因

は
コ
メ
不
足
だ
っ
た
と
や
っ

と
認
め
て
、
流
通
・
農
協
悪

玉
論
は
否
定
さ
れ
た
か
に
見

え
た
が
、
ま
た
ぞ
ろ
、
農
協

が
「
概
算
金
」
を
吊
り
上
げ

て
い
る
か
の
よ
う
な
批
判
が

出
て
き
て
い
る
。
現
状
の
小

売
米
価
は
農
協
の
概
算
金
か

ら
算
定
さ
れ
る
水
準
よ
り
も

は
る
か
に
高
い
。
つ
ま
り
、

他
の
業
者
が
相
当
高
い
価
格

で
農
家
か
ら
買
っ
た
コ
メ
が

売
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
れ
だ
け
コ
メ
の
不
足

感
が
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、

集
荷
競
争
が
激
化
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
農
協
が
吊

り
上
げ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
コ
メ
不
足
の
根
本
原
因

を
解
消
し
な
い
と
問
題
は
解

決
で
き
な
い
。

コ
メ
騒
動
は
、
①
減
反
の

や
り
過
ぎ
、
②
稲
作
農
家
の

疲
弊
が
根
底
に
あ
り
、
③
猛

暑
の
生
産
へ
の
影
響
、
④
需

要
の
増
加
―
が
加
わ
り
、
コ

メ
不
足
が
一
気
に
顕
在
化
し

た
結
果
で
、
農
家
の
疲
弊
を

食
い
止
め
て
安
心
し
て
増
産

で
き
る
稲
作
ビ
ジ
ョ
ン
が
急

務
だ
と
、
ず
っ
と
述
べ
て
き

た
。
し
か
し
、
政
府
は
「
コ

メ
は
足
り
て
い
る
」
と
言
い

続
け
、
流
通
・
農
協
悪
玉
論

に
責
任
転
嫁
し
、
根
本
問
題

の
解
決
を
放
置
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
安
心
し
て
増

産
で
き
る
稲
作
ビ
ジ
ョ
ン
が

示
さ
れ
ず
に
２
０
２
５
年
産

を
迎
え
た
た
め
に
、
コ
メ
騒

動
は
収
ま
ら
な
い
。や
っ
と
、

コ
メ
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と

を
認
め
て
増
産
に
舵
を
切
る

と
の
方
向
性
は
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
相

変
わ
ら
ず
、
規
模
拡
大
と
ス

マ
ー
ト
農
業
と
輸
出
だ
と
言

っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
そ
の

前
に
、
米
価
下
落
で
稲
作
農

家
は
潰
れ
て
し
ま
う
。

米
価
下
落
に
対
応
し
た
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
な
い
。
消
費
者

と
農
家
の
適
正
米
価
（
２
５

０
０
円
と
３
５
０
０
円
／
５

㎏
）
の
差
を
補
て
ん
す
る
よ

う
な
直
接
支
払
い
な
ど
を
急

が
な
い
と
、
農
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
コ
メ
供
給
も
維
持
で

き
な
い
。
洪
水
防
止
な
ど
の

多
面
的
機
能
も
さ
ら
に
失
わ

れ
て
い
く
。

★
の
し
か
か
る
米
国

の
重
圧

増
産
で
き
な
い
な
ら
、
輸

入
米
で
ま
か
な
え
ば
よ
い
か

の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
も
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
と
の
絡
み
で

つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
で

は
、
稲
作
農
家
は
さ
ら
に
追

い
詰
め
ら
れ
て
、
や
め
る
農

家
が
続
出
し
か
ね
な
い
。
輸

入
米
が
増
え
、
コ
メ
の
自
給

率
さ
え
大
き
く
下
が
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
国
民
は
餓
死
し
か
ね
な

い
。さ

ら
に
、皆
が
こ
ぞ
っ
て
、

流
通
・
農
協
悪
玉
論
を
展
開

し
た
が
、
原
因
は
コ
メ
不
足

だ
と
認
め
た
時
点
で
、
流
通

・
農
協
悪
玉
論
は
否
定
さ
れ

た
は
ず
だ
。
な
の
に
、
流
通

・
農
協
悪
玉
論
が
間
違
い
だ

っ
た
と
認
め
る
発
言
が
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
か
。
そ
こ
に

は
コ
メ
騒
動
を
契
機
に
し
て

農
協
マ
ネ
ー
と
全
農
を
米
国

の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
売
り

渡
す
計
画
の
実
行
が
意
図
さ

れ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ

の
一
連
の
騒
動
に
は
、
米
国

と
の
関
係
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
る
必

要
が
あ
る
。
今
回
の
コ
メ
騒

動
の
根
底
に
は
減
反
政
策
が

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
米
国
の

日
本
占
領
政
策
の
一
環
と
し

て
、
コ
メ
消
費
を
減
ら
し
て

日
本
人
が
米
国
の
農
産
物
に

依
存
し
な
い
と
生
き
て
い
け

な
い
よ
う
に
す
る
「
胃
袋
か

ら
の
属
国
化
」
の
結
果
だ
。

ま
た
、
米
国
の
占
領
政
策

に
対
応
し
て
、
農
業
を
生
贄

に
差
し
出
し
て
自
動
車
の
利

益
を
得
る
こ
と
で
経
済
発
展

を
遂
げ
る
と
い
う
、
日
本
の

戦
略
も
コ
メ
騒
動
で
最
終
局

面
を
迎
え
た
。
自
動
車
を
守

る
た
め
に
、
絶
対
に
譲
っ
て

は
な
ら
な
い
は
ず
の
、
日
本

人
の
命
の
要
で
あ
る
コ
メ
さ

え
も
差
し
出
す
か
ら
許
し
て

く
れ
と
言
う
「
盗
人
に
追
い

銭
」
外
交
で
、
コ
メ
も
差
し

出
し
、
自
動
車
の
利
益
も
失

っ
た
。
コ
メ
騒
動
が
米
国
に

コ
メ
を
差
し
出
す
流
れ
に
つ

な
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
米
価
下
落
に
対

処
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

政
策
が
打
ち
出
せ
な
い
の

も
、米
国
と
の
関
係
な
の
だ
。

米
国
か
ら
の
要
請
に
応
え
て

武
器
な
ど
の
購
入
に
莫
大
な

予
算
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ

は
拒
否
で
き
な
い
の
で
、
そ

の
分
、
ど
こ
か
ら
か
予
算
を

削
減
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
一
番
の
標
的
に
農

業
予
算
が
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
稲
作
農

家
の
所
得
補
て
ん
政
策
が
打

ち
出
せ
な
い
。
田
ん
ぼ
を
潰

せ
ば
「
手
切
れ
金
」
だ
け
出

す
と
い
う
水
田
の
畑
地
化
政

策
も
予
算
削
減
に
資
す
る
も

の
と
し
て
行
わ
れ
た
。

★
日
本
が
背
負
っ
た

酪
農
・
畜
産
の「
宿
命
」

米
国
側
の
働
き
か
け
は

「
コ
メ
を
食
べ
ず
に
小
麦
を

食
べ
ろ
」
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
か
っ
た
。
日
本
の
肉
食
化

を
推
進
し
、
と
う
も
ろ
こ
し

・
大
豆
を
家
畜
飼
料
と
し
て

は
か
せ
る
た
め
の
酪
農
・
畜

産
の
振
興
に
尽
力
し
た
。
日

本
の
酪
農
・
畜
産
は
こ
の
お

か
げ
で
発
展
で
き
た
が
、
そ

れ
は
、
米
国
に
と
っ
て
の
余

剰
と
う
も
ろ
こ
し
・
大
豆
の

は
け
口
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
っ
た
。
米
国
の
輸
入

飼
料
に
依
存
し
て
き
た
た

め
、
現
在
の
よ
う
な
世
界
的

な
飼
料
穀
物
価
格
の
高
騰
で

窮
地
に
陥
る
、
と
い
う
宿
命

を
負
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。米

国
で
農
業
が
盛
ん
な
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
ウ
ィ
ス

コ
ン
シ
ン
大
学
の
あ
る
教
授

は
、
農
家
の
子
弟
が
多
く
聴

講
す
る
講
義
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
た
と

い
う
。

「
君
た
ち
は
米
国
の
威
信

を
担
っ
て
い
る
。
米
国
の
農

産
物
は
政
治
上
の
武
器
だ
。

だ
か
ら
安
く
て
品
質
の
よ
い

も
の
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
な

さ
い
。
そ
れ
が
世
界
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
道
具
に
な

る
。
た
と
え
ば
東
の
海
の
上

に
浮
か
ん
だ
小
さ
な
国
は
よ

く
動
く
。
で
も
、
勝
手
に
動

か
れ
て
は
不
都
合
だ
か
ら
、

そ
の
行
き
先
を
フ
ィ
ー
ド

（
飼
料
）
で
引
っ
張
れ
」

こ
の
米
国
の
戦
略
は
戦
後

一
貫
し
て
実
行
さ
れ
て
き

た
。
日
本
は
、
米
国
に
よ
る

「
胃
袋
か
ら
の
属
国
化
」
の

レ
ー
ル
に
ま
ん
ま
と
乗
せ
ら

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
私
達

は
、
今
こ
そ
、
「
胃
袋
の
独

立
」
を
実
現
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

第148回

農
水
省
は
８
月
２９
日
、
２６

年
度
の
税
制
改
正
要
望
を
決

め
た
。
主
要
事
項
は
次
の
と

お
り
。

①
認
定
就
農
者
の
た
め
に

農
業
協
同
組
合
等
が
取
得
し

た
一
定
の
償
却
資
産
の
課
税

標
準
の
特
例
措
置（
５
年
間
、

課
税
標
準
の
１
／
３
控
除
）

の
２
年
延
長
等
（
固
定
資
産

税
）②

農
地
中
間
管
理
機
構
が

新
た
に
農
地
中
間
管
理
権
を

取
得
し
た
農
地
に
係
る
課
税

標
準
の
特
例
措
置
（
貸
付
期

間
１０
年
以
上
で
、
３
年
間
、

課
税
標
準
の
１
／
２
控
除

等
）
の
２
年
延
長
等
（
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
）

③
農
林
漁
業
用
軽
油
に
対

す
る
石
油
石
炭
税
（
地
球
温

暖
化
対
策
の
た
め
の
課
税
の

特
例
に
よ
る
上
乗
せ
分
）
の

還
付
措
置
の
３
年
延
長
（
石

油
石
炭
税
）

④
米
の
生
産
性
の
向
上
等

に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
え

る
た
め
の
方
策
の
検
討

⑤
第
１
次
国
土
強
靭
化
実

施
中
期
計
画
等
を
踏
ま
え
た

財
源
確
保
方
策
の
検
討

２６
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜
産
・
酪

農
関
係

）

２６
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜畜
産産
・・
酪酪

農農
関関
係係

）

２６
年
度
農
水
省
税
制
改
正
要
望

牛たちがすくすく成長できる政策を
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農
水
省
は
８
月
２９
日
、
２４

年
度
の
日
本
型
直
接
支
払

（
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
及
び
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
交
付
金
）
の

実
施
状
況
を
公
表
し
た
。
同

年
度
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

お
お
む
ね
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
日
本
型
直

接
支
払
制
度
の
主
な
交
付
単

価
は
図
参
照
。

⑴
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
実
施
状
況

農
業
・
農
村
が
有
す
る
多

面
的
機
能
が
適
切
に
維
持
・

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
農
業
者

等
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
団
体

が
行
う
、
地
域
の
共
同
活
動

を
支
援
す
る
。

①
農
地
維
持
支
払
交
付
金

水
路
、
農
道
等
の
基
礎
的

な
保
全
活
動
等
へ
の
支
援
。

対
象
市
町
村
数
は
１
４
５

０
市
町
村
、
認
定
農
用
地
面

積
は
２
３
２
万
９
７
４
９
ha

で
、
対
前
年
度
１
２
０
１
ha

（
０
％
）
減
少
と
な
っ
た
。

②
資
源
向
上
支
払
交
付
金

（
地
域
資
源
の
質
的
向
上
を

図
る
共
同
活
動
）

水
路
、
農
道
等
の
軽
微
な

補
修
、
農
村
環
境
の
保
全
活

動
等
へ
の
支
援
。

対
象
市
町
村
数
は
１
３
３

０
市
町
村
、
認
定
農
用
地
面

積
は
２
０
８
万
７
５
６
０
ha

で
、
同
３
１
８
３
ha（
０
％
）

増
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
の
実
施
状
況

平
地
と
の
農
業
生
産
条
件

の
不
利
を
補
正
す
る
こ
と
に

よ
り
、
農
業
生
産
活
動
等
を

維
持
し
、
多
面
的
機
能
の
確

保
を
図
る
。

交
付
市
町
村
数
は
１
０
０

３
市
町
村
、
認
定
面
積
は
６６

万
９
５
６
ha
で
、
同
１
４
５

７
ha
（
０
・
２
％
）
増
と
な

っ
て
い
る
。

⑶
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
の
実
施
状
況

農
業
者
の
組
織
す
る
団
体

等
が
、
化
学
肥
料
及
び
化
学

合
成
農
薬
を
原
則
５
割
以
上

の
低
減
や
、
合
わ
せ
て
行
う

地
球
温
暖
化
防
止
や
、
生
物

多
様
性
保
全
等
に
効
果
の
高

い
営
農
活
動
を
支
援
す
る
。

実
施
市
町
村
数
は
８
９
４

市
町
村
、
実
施
面
積
は
９
万

６
１
５
ha
で
同
４
０
７
０
ha

（
４
・
７
％
）
増
と
、
大
き

く
増
加
し
た
。

農
水
省
は
６
月
２０
日
、
２４

年
度
の
「
農
業
委
員
へ
の
女

性
の
参
画
状
況
」
を
公
表
し

た
。
女
性
農
業
委
員
の
登
用

増
加
が
続
い
て
い
る
。

全
国
の
女
性
農
業
委
員
は

３
３
２
３
人
で
、
前
年
度
か

ら
１
０
７
人
増
。
全
農
業
委

員
（
２
万
３
０
１
６
人
）
に

占
め
る
割
合
は
１４
・
４
％

（
０
・
４
㌽
増
）
で
、
増
加

が
続
い
て
い
る
。

女
性
委
員
が
登
用
さ
れ
て

い
る
委
員
会
数
は
１
５
１
８

で
、
前
年
度
か
ら
１０
増
え
、

全
農
業
委
員
会
の
８９
・
５
％

を
占
め
る
。
全
国
の
農
業
委

員
会
数
は
１
６
９
６
で
、
前

年
度
と
同
数
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
の

割
合
が
高
い
の
は
、
栃
木
県

２２
・
５
％（
０
・
１
㌽
減
）、

宮
城
県
２１
・
５
％
（
１
・
１

㌽
増
）、
岩
手
県
２０
・
４
％

（
１
・
８
㌽
増
）
の
順
。

一
方
、
割
合
が
低
い
の
は

山
梨
県
７
・
１
％
（
増
減
な

し
）、
岡
山
県
７
・
５
％

（
０
・
３
㌽
減
）、
愛
媛
県

９
・
４
％
（
０
・
１
㌽
増
）

の
順
だ
っ
た
。

第
５
次
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
の
成
果
目
標
（
農
業

委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

３０
％
）
に
到
達
し
て
い
る
農

業
委
員
会
は
、
前
年
度
か
ら

６
増
加
し
、
１
１
４
だ
っ

た
。う

ち
、
４
割
を
超
え
て
い

る
の
は
、
沖
縄
県
座
間
味
村

の
６６
・
７
％
、
長
野
県
宮
田

村
の
５０
・
０
％
、
愛
知
県
半

田
市
の
４５
・
５
％
な
ど
全
国

で
２２
の
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ

４０
％
を
超
え
て
い
る
。

日本型直接支払制度 交付単価

（1）多面的機能支払（地域の共同活動を支援）
①水路の泥上げ、農道の路面維持など
（都府県の田の場合。以下同じ） ３，０００円／１０a
②植栽やビオトープづくりなど農村環境活動 ２，４００円／１０a
③水路や農道などの補修や更新 ４，４００円／１０a
（①、②及び③に同時に取り組む場合、最大 ９，２００円／１０a）

（2）中山間地域等直接支払（条件不利地の農用地）
農業生産活動を継続する活動
（急傾斜地の田の場合） ２１，０００円／１０a

（3）環境保全型農業直接支払
化学肥料・化学合成農薬の５割低減の取組と
セットで行う次の営農活動
①緑肥の作付け ８，０００円／１０a
②堆肥の施用 ４，４００円／１０a 等

※交付単価は、地目（田、畑、草地）、傾斜、活動内容等によって異なる
※詳細は農水省ホームページまで

カ
ゴ
メ
㈱
は
８
月
２８
日
、

「
カ
ゴ
メ
野
菜
定
点
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
全
国

の
男
女
４
６
８
０
人
（
１５
〜

６９
歳
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
子
ど
も
の

好
き
な
野
菜
の
ト
ッ
プ
は
ト

マ
ト
だ
っ
た
。
一
方
、
嫌
い

な
野
菜
は
ピ
ー
マ
ン
が
ト
ッ

プ
だ
っ
た
が
、
大
人
が
克
服

し
た
野
菜
で
も
ピ
ー
マ
ン
が

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

◆
３
歳
〜
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
人
に
聞
い

た
、「
子
ど
も
が
好
き
な
野

菜
」
は
図
の
と
お
り
で
、
ト

マ
ト
が
４３
・
２
％
と
最
も
高

か
っ
た
。
一
方
、「
嫌
い
な

野
菜
」
は
ピ
ー
マ
ン
が
２８
・

１
％
、
ナ
ス
が
２５
・
３
％
、

ネ
ギ
が
１９
・
５
％
の
順
だ
っ

た
。「

大
人
に
な
っ
て
克
服
し

た
野
菜
」
は
、
ピ
ー
マ
ン
が

２１
・
６
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
ナ
ス
が
１３
・
０
％
、
ニ

ン
ジ
ン
が
８
・
８
％
と
な
っ

て
い
る
。
克
服
し
た
理
由
で

は
、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
の

味
覚
の
変
化
」
が
最
も
多
か

っ
た
ほ
か
、
調
理
法
を
変
え

る
こ
と
で
克
服
で
き
た
と
い

う
声
も
多
か
っ
た
。

◆
「
な
つ
か
し
さ
を
感
じ

る
野
菜
料
理
ラ
ン
キ
ン
グ
」

は
、「
肉
じ
ゃ
が
」
が
３６
・

３
％
と
最
も
高
く
、「
カ
ボ

チ
ャ
の
煮
物
」が
２５
・
９
％
、

「
筑
前
煮
」
が
２２
・
１
％
だ

っ
た
。

「
い
つ
も
捨
て
ず
に
使
っ

て
い
る
野
菜
の
部
位
」
は
、

「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
茎
」
が

３７
・
９
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
「
大
根
の
葉
」
が
３１
・

３
％
、「
シ
イ
タ
ケ
の
軸
」

が
２５
・
５
％
だ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
法
の
自

由
回
答
で
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
の
芯
は
、「
茹
で
て
サ
ラ

ダ
や
和
え
物
、
炒
め
も
の
に

す
る
」、
ダ
イ
コ
ン
の
葉
は

「
か
つ
お
節
、
し
ょ
う
油
、

じ
ゃ
こ
な
ど
と
炒
め
て
ふ
り

か
け
に
す
る
」、
シ
イ
タ
ケ

の
軸
は
「
薄
く
切
っ
て
炒
め

物
や
ス
ー
プ
の
具
材
、
み
じ

ん
切
り
に
し
て
肉
ダ
ネ
に
混

ぜ
る
」
な
ど
の
回
答
が
み
ら

れ
た
。

子子どどもものの好好ききなな野野菜菜
１位 トマト ４３．２％
２位 キュウリ ３３．６％
３位 ブロッコリー ３２．８％
４位 ジャガイモ ３２．７％
５位 サツマイモ ３１．８％

子子どどもものの嫌嫌いいなな野野菜菜
１位 ピーマン ２８．１％
２位 ナス ２５．３％
３位 ネギ １９．５％
４位 ニラ １８．８％
５位 タケノコ １４．８％

か
わ
う
ち

青
森
県
む
つ
市
川
内
町
の

の

だ
い

野
平
開
拓
は
、
本
州
最
北
の

下
北
半
島
に
あ
り
、
日
本
三

大
霊
場
（
他
は
比
叡
山
、
高

野
山
）
に
数
え
ら
れ
る
恐
山

の
西
に
位
置
す
る
。

標
高
は
２
０
０
ｍ
程
で
、

冬
は
極
寒
の
山
あ
い
の
土
地

で
あ
る
。

１
９
４
９
年
、
元
満
蒙
開

拓
青
少
年
義
労
隊
、
元
満
州

開
拓
団
、
元
樺
太
開
拓
団
等

の
計
７８
戸
が
入
植
し
た
。
満

州
や
樺
太
で
開
拓
に
命
を
懸

け
て
き
た
人
た
ち
が
、
日
本

に
帰
っ
て
き
て
再
び
開
拓
魂

に
火
を
つ
け

た
。今

ま
で
未
開

の
地
で
あ
っ

た
、
こ
の
原
始

林
に
鍬
を
入
れ

た
が
、
言
語
を

絶
す
る
辛
酸
の

日
々
で
あ
っ

た
。人

里
離
れ
た

土
地
で
、
川
内

町
か
ら
２５
㎞
以

上
離
れ
て
お

り
、
営
林
署
の

森
林
軌
道
し
か
道
が
無
く
、

農
産
物
の
出
荷
や
生
活
物
資

の
運
搬
に
も
苦
労
し
た
。

初
め
は
雑
穀
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
等
の
生
産
が
主
で
、
一
時

は
鶏
卵
の
出
荷
も
行
わ
れ
た

が
、
道
が
悪
く
出
荷
が
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
。

６６
年
に
よ
う
や
く
開
拓
道

路
が
開
通
し
、
７５
ha
ほ
ど
の

水
田
が
造
成
さ
れ
た
。ま
た
、

大
根
の
契
約
栽
培
や
、
肉
用

牛
生
産
４
０
０
頭
な
ど
、
軌

道
に
乗
っ
て
き
て
い
た
。

し
か
し
、
入
植
し
て
２０
年

ほ
ど
し
て
、
国
が
勧
め
る
経

営
適
正
化
に
伴
う
離
農
対
策

事
業
で
、
半
分
以
上
が
離
農

し
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
７１
年
よ
り
川
内

川
上
流
ダ
ム
建
設
計
画
が
持

ち
上
が
っ
た
。
こ
の
地
を
流

れ
る
川
内
川
は
、
度
重
な
る

集
中
豪
雨
な
ど
で
毎
年
の
よ

う
に
氾
濫
し
、
抜
本
的
治
水

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

ダ
ム
が
で
き
れ
ば
、
開
拓

地
の
多
く
が
ダ
ム
湖
に
沈
む

こ
と
に
な
る
。
残
っ
て
い
た

３６
戸
は
苦
渋
の
選
択
を
せ
ま

ら
れ
る
。

８１
年
７
月
１５
日
に
離
村
式

が
行
わ
れ
、
記
念
碑
「
留
魂

の
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
。
碑

か
ん
な
ん
し
ん

に
は
「
３０
年
に
亘
る
艱
難
辛

く

に
じ

苦
の
血
と
汗
の
滲
む
青
山
の

地
を
、
未
来
永
劫
に
湖
底
に

沈
む
る
は
真
に
忍
び
ざ
る
も

の
あ
れ
ど
、
川
内
町
勢
伸
展

の
大
義
に
涙
を
飲
み
て
同
意

せ
る
も
の
な
り
」
と
あ
る
。

み
ん
な
が
こ
の
地
を
離
れ

よ
う
と
も
、
３６
戸
の
開
拓
魂

は
留
ま
っ
て
い
る
。

川
内
ダ
ム
は
、
９４
年
に
完

成
し
た
。

１０
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

１０
月

６
日

全
開
連
理
事
会
・
役

員
推
薦
会
議

７
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
）

８
日

全
開
連
九
州
地
区
事

業
概
況
説
明
会（
熊
本
）

１７
日

宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝

肉
共
進
会
（
熊
本
）

２８
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

２９
日

全
開
連
通
常
総
会
・

理
事
会
・
監
事
会

３１
日

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会
（
東
京
）

ダムに沈んでも魂は留まる

実
施
面
積
は
お
お
む
ね
増
加

青森県むつ市・野平開拓

２４
年
度
日
本
型
直
接
支
払
制
度

「
ト
マ
ト
」が
ト
ッ
プ

子
ど
も
が
好
き
な
野
菜

女
性
農
業
委
員
１４
・
４
％
に

登
用
す
る
農
業
委
員
会
数
も
増

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。



（4）第809号（毎月１回１５日発行）開 拓 情 報2025年（令和7年）9月15日

栃
木
県
開
拓
農
協
は
８
月

２２
日
、
那
須
セ
ン
タ
ー
の
倉

庫
で
、
畜
産
農
家
家
族
親
睦

会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
組

合
員
農
家
や
農
協
職
員
を
中

心
に
８９
名
の
参
加
が
あ
り
、

残
暑
が
厳
し
い
中
に
も
関
わ

ら
ず
、
畜
種
・
業
種
を
超
え

て
交
流
を
深
め
た
。

今
年
も
栃
木
県
開
拓
農
協

の
組
合
員
が
生
産
す
る
肉
類

を
中
心
と
し
た
ご
馳
走
が
用

意
さ
れ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、

開
拓
牛
ス
テ
ー
キ
、
日
本
の

米
育
ち
三
元
豚

粗
挽
き
フ

ラ
ン
ク
・
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
メ

ン
チ
カ
ツ
・
串
カ
ツ
、
ス
ペ

ア
リ
ブ
、
特
製
生
餃
子
、
豚

ソ
ー
ス
煮
、
豚
し
ゃ
ぶ
茶
漬

け
、
豚
焼
肉
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ

（
メ
ン
チ
カ
ツ
以
降
は
平
牧

三
元
豚
）、
か
き
氷
、
ス
イ
カ

な
ど
。
昨
年
大
好
評
だ
っ
た

イ
ソ
シ
ン
フ
ァ
ー
ム
お
手
製

の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
シ
ョ
ウ

ガ
の
漬
物
や
、
茹
で
ア
ス
パ

ラ
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
参
加
者

か
ら
の
差
し
入
れ
も
好
評
だ

っ
た
。

輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
も

行
わ
れ
た
ほ
か
、
牛
肉
な
ど

の
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大

会
も
開
催
さ
れ
た
。

参
加
農
家
か
ら
の
一
言
コ

メ
ン
ト
で
は
、
肥
育
農
家
で

あ
る
佐
藤
牧
場
の
佐
藤
剛
さ

ん
は
、「
開
拓
牛
と
ほ
う
き

ね
牛
を
頑
張
っ
て
育
て
て
い

る
。
今
日
集
ま
っ
て
い
る
関

係
者
の
お
蔭
だ
と
感
謝
し
て

い
る
。
是
非
、
今
日
の
ス
テ

ー
キ
を
食
べ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
３
人
の
子
ど
も
た
ち
全

員
で
牧
場
を
継
い
で
く
れ
る

予
定
な
の
で
、
そ
の
頃
ま
で

末
永
く
宜
し
く
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
。
３
人
の
ま
だ

小
さ
い
子
ど
も
た
ち
も
、
照

れ
な
が
ら
も
自
己
紹
介
を
し

て
く
れ
た
。

ま
た
、
養
豚
農
家
で
あ
る

今
市
フ
ァ
ー
ム
の
永
吉
幸
次

さ
ん
か
ら
は
、「
本
当
に
暑

く
て
大
変
な
状
況
だ
が
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て
い
こ
う
」
と
コ
メ
ン
ト

が
あ
っ
た
ほ
か
、
他
の
参
加

者
か
ら
は
、
暑
さ
で
豚
が
上

手
く
育
た
な
い
・
繁
殖
が
心

配
だ
、
と
い
う
声
も
聞
か
れ

た
。

同
農
協
の
秋
元
部
長
は
、

「
肥
育
も
養
豚
も
大
変
に
厳

し
い
状
況
だ
が
、
こ
の
厳
し

い
状
況
を
乗
り
越
え
れ
ば
明

る
い
時
代
が
来
る
と
信
じ
て

い
る
し
、
我
々
が
そ
う
な
る

よ
う
仕
向
け
て
い
く
。
関
係

各
所
に
も
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
、
米
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
変
化
に
よ
る
飼
料
確

保
に
苦
労
す
る
生
産
者
の
状

況
を
鑑
み
た
激
励
と
関
係
各

所
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

た
。ま

た
、
毎
年
開
拓
情
報
に

熱
心
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て

い
る
養
豚
農
家
で
あ
る
宮
崎

す
み

こ

農
場
の
宮
崎
澄
子
さ
ん
か
ら

は
、「
同
じ
開
拓
農
家
の
全

国
の
仲
間
の
頑
張
り
や
営
農

に
関
わ
る
様
々
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
元

気
が
出
る
。
年
齢
を
理
由
に

歳
だ
か
ら
と
諦
め
る
こ
と
は

し
た
く
な
い
、
仲
間
と
ま
だ

ま
だ
一
緒
に
頑
張
ろ
う
と
思

え
る
。
ま
た
来
年
も
み
ん
な

と
こ
の
畜
産
親
睦
会
で
元
気

に
会
え
る
よ
う
に
、
本
当
に

畜
産
が
置
か
れ
て
い
る
環
境

も
厳
し
い
中
だ
が
、
養
豚
を

自
分
も
頑
張
り
続
け
る
」と
、

意
欲
と
元
気
に
溢
れ
た
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
。

今
年
は
殊
更
に
暑
さ
と
飼

料
確
保
の
厳
し
さ
へ
の
コ
メ

ン
ト
が
多
か
っ
た
が
、
来
年

も
み
ん
な
で
元
気
に
集
ま
れ

る
よ
う
、
笑
顔
で
集
合
写
真

に
収
ま
っ
た
。

岩
手
花
平
農
協
と
花
平
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
に

よ
る
乳
牛
共
進
会
「
２５
年
度

花
平
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
」
が
９

月
６
日
、
同
農
協
構
内
で
開

催
さ
れ
た
。

今
年
は
１０
月
に
北
海
道
で

「
全
共
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
例
年
よ
り
１
ヵ
月

早
め
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

残
暑
厳
し
い
時
期
で
も
あ
る

の
で
、
今
回
は
未
経
産
部
門

の
み
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

当
日
は
予
想
通
り
残
暑
が

厳
し
か
っ
た
が
、
参
加
者
も

牛
た
ち
も
猛
暑
に
負
け
な
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を

沸
か
せ
て
い
た
。

当
日
は
未
経
産
牛
４
部
門

に
計
２９
頭
が
出
品
さ
れ
、
各

部
門
の
第
１
位
の
中
か
ら
名

誉
賞
と
し
て
、
鈴
木
稔
氏
の

出
品
牛
が
選
ば
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
（
高
校
生
含

む
）
に
よ
る
牛
の
引
き
付
け

コ
ン
テ
ス
ト
「
ひ
っ
ぱ
り
ま

シ
ョ
ー
」
も
開
催
さ
れ
、
ベ

ス
ト
リ
ー
ド
マ
ン
に
は
宮
林

て
る
ゆ
き

晃
之
さ
ん（
小
学
６
年
）と
、

盛
岡
農
高
生
が
選
ば
れ
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
よ
り
大
き
な
牛
を
、
扱

い
な
れ
た
綱
さ
ば
き
で
リ
ー

ド
し
て
い
た
。

関
東
生
乳
販
連
が
実
施
し

た
第
１７
回
関
東
生
乳
品
質
改

善
共
励
会
の
表
彰
式
が
、
７

月
２３
日
、
東
京
都
内
で
行
わ

れ
た
。
同
共
励
会
で
、
富
士

開
拓
農
協
（
静
岡
県
富
士
宮

市
）
組
合
員
の
㈱
ブ
ッ
チ
ー

フ
ァ
ー
ム
（
佐
々
木
洋
充
代

表
取
締
役
）
が
第
６
位
に
入

賞
し
、
最
優
秀
賞
（
上
位
１０

位
以
内
）
を
受
賞
し
た
（
写

真
）。共励

会
に
は
関
東
一
円
か

ら
１
５
０
４
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。
開
催
期
間
は
２４
年
４

月
１
日
〜
２５
年
３
月
３１
日
ま

で
の
１２
ヵ
月
間
。
開
催
期
間

中
に
行
わ
れ
る
生
乳
検
査
３６

回
の
成
績
（
細
菌
数
、
細
胞

数
、
脂
肪
率
、
無
脂
乳
固
形

分
率
、
月
間
乳
量
）
に
基
づ

き
、
獲
得
し
た
得
点
に
よ
り

審
査
さ
れ
る
。

給
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

ド
ラ
マ
・
映
画
「
お
い
し
い

給
食
」シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
、

映
画
「
お
い
し
い
給
食

炎

の
修
学
旅
行
」（
以
下
、
同

映
画
）
が
１０
月
２４
日
に
公
開

を
控
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど

同
映
画
と
農
水
省
が
タ
イ
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
が
決
定
し

た
。◇

食
育
・
共
食
の
重
要
性

を
ア
ピ
ー
ル

同
省
は
同
映
画
と
タ
イ
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
食
育
の

大
切
さ
や
、
皆
で
一
緒
に
食

事
を
囲
む
「
共
食
」
の
重
要

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

同
作
で
は
、
「
み
ん
な
で

同
じ
も
の
を
一
緒
に
食
べ
る

か
ら
、
給
食
は
お
い
し
い
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
地
元
の

食
材
や
郷
土
料
理
を
味
わ
う

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
が
感
じ

ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
一
年
約
２
０
０
食
、
小

学
校
６
年
間
で
１
２
０
０
食

に
の
ぼ
る
「
給
食
」
を
通
じ

て
、
こ
れ
ら
の
重
要
性
を
訴

え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

◇
「
お
い
し
い
給
食
」
と

は
？「

お
い
し
い
給
食
」
シ
リ

ー
ズ
は
、
ド
ラ
マ
３
シ
リ
ー

ズ
、
映
画
３
作
品
に
わ
た
る

作
品
で
、
１０
月
に
公
開
を
控

え
る
同
映
画
は
４
作
目
と
な

る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
８０

年
代
の
あ
る
中
学
校
を
舞
台

に
、
給
食
マ
ニ
ア
の
教
師
・

甘
利
田
幸
男
（
主
演
：
市
原

隼
人
氏
）
と
、
給
食
マ
ニ
ア

の
生
徒
に
よ
る
、
ど
ち
ら
が

給
食
を
「
お
い
し
く
食
べ
る

か
」
と
い
う
闘
い
を
描
く
学

園
グ
ル
メ
コ
メ
デ
ィ
。

同
映
画
で
は
時
代
は
平

成
。
三
年
生
の
担
任
と
な
っ

た
甘
利
田
は
、
青
森
・
岩
手

へ
の
修
学
旅
行
へ
。
シ
リ
ー

ズ
初
の
校
外
で
の
給
食
を
巡

る
物
語
と
な
っ
て
い
る
。

◇
給
食
は
、毎
食
牛
乳
や
、

地
場
産
の
食
材
を
使
っ
て
食

事
を
す
る
貴
重
な
機
会
で
あ

る
。
同
映
画
に
よ
り
、
学
校

で
日
常
食
べ
ら
れ
て
い
る
給

食
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
沢
山
の
人
に
給
食
や
地
元

産
の
食
材
に
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
。

映
画「
お
い
し
い
給
食
」と
タ
イ
ア
ッ
プ

農水省

地
場
産
食
材
と
給
食
で
食
育

名
誉
賞
は
鈴
木
稔
氏

２５
年
度
花
平
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー

暑い中でも、「ひっぱりまショー」に
気合い十分の子どもたち

㈱
ブ
ッ
チ
ー
フ
ァ
ー
ム（
富
士
開
拓
）

関
東
生
乳
品
質
改
善
共
励
会
で
最
優
秀
賞

栃
木
県
開
拓
農
協
畜
産
家
族
親
睦
会

厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳厳
しししししししししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑
ささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
にににににににににににににににににににににににににににににににににににに
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず
頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑頑
張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううう

厳
し
い
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
ろ
う

厳
し
い
暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
ろ
う

ベストリードマンに選ばれた
宮林晃之さん
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１２００年以上の歴史を持つ塩原温泉郷
を車で抜け、山道をしばらく走ると、
開けたハウス団地に出た。
大塚農園は、栃木県那須塩原市の標
高７６０～９８０ｍの上の原開拓地（３０戸入
植）に位置する。同地には初代の邦夫
さんが地元から入植し、最初はダイコ
ンを栽培していたが、４０年ほど前にハ
ウスを導入し、ホウレンソウの栽培を
開始。その後、地域全体がホウレンソ
ウの栽培へと舵を切っていった。
◇現在は、全日本開拓者連盟の青年
部副部長を務める大塚裕太さん（４１）が
３代目の経営主。妻の慶子さん（４２）、
父・誠さん（６６）と母・美江子さん（６３）、
従業員（ベトナム人６名、日本人１名）
と共に従事している。
ハウス面積２．７haの農園では、ホウ
レンソウをメインに栽培している。１
年で４～５回転させており、延べ作付
面積は１０ha に及ぶ。生産量は年によっ
てバラツキはあるが１万１千ケース
（１箱２００ｇ×２５袋）で、ほとんどを豊
洲市場に出荷している。ちなみに、大
塚さんの出荷するものは品質が良いと
評判で、固定の仲買人がいて最初から

売り先が決まっている。さらに、棚も
ちの良さが認められ、一部はグアムや
ハワイなど海外輸出されている。
管理面では、水と肥料の量に気を使
っている。多用すれば生長が早く太ら
せることができるが、傷む原因にもな
るため、なるべく抑えている。
◇最近の悩みは肥料費高騰だ。化成
肥料は価格が倍近くになったので、肥
料の選定などに気を遣うようになった
が、それでも収益への影響が大きい。
しかし、それ以上に深刻なのが温暖
化で、去年との気温差が非常に激しい。
播種しても芽が出ないなど、去年まで
の栽培方法が通用しないため、これま
での常識や栽培データを全てリセット
して手探り状態で対処している。資材

メーカーからの実証試験の依頼（寒冷
紗の設置など）には積極的に協力する
などして、夏場の対策法を模索してい
る。
◇異常気象によってホウレンソウ栽
培が不安定な中、経営の安定化を図る
ために、今年から試験的にパセリの栽
培を始めた。７月頃、ホウレンソウが

し お

暑さで萎れてしまう中、パセリは順調
に生長し、出荷までこぎ着けた。また、

市況も近年、好調に推移しているため、
来年はさらにハウスを１棟増やして栽
培を続ける予定だ。
今後の展望を聞くと、販売ルートを
市場だけに頼らない、多方面に展開す
るような戦略を考えているとのこと。
最後に「これまでの固定観念は捨て、
無いものは作り、思いつく限りのこと
は何でも実践するというスタンスで臨
んでいく」と語ってくれた。

岩手県の滝沢市産業まつり実行委員
会は８月３０～３１日の両日、滝沢市の複
合施設「ビッグルーフ滝沢」において
「滝祭２０２５」を開催した。当日は多く
の地元企業・団体が出展し、地場産品
の展示・販売を行った。
岩手花平農協は今年も出展し、地元
産の牛乳、ヨーグルトの試飲・試食の
ほか、バター作り体験会を行った。

会場では、生産者でもある女性部が
協力し、２日間で牛乳を１９２本（１ℓ）
分、ヨーグルト７２パック分が配られ、
おいしい牛乳・ヨーグルトをアピール
した。
今年は例年以上の猛暑で、来場者た
ちもいつも以上においしそうに喉の渇
きを潤していた。
また、バター作り体験では、多くの

子どもたちが、いつも食べているバタ
ーを自分の手で作れたことに、大きな
喜びを感じているようだった。

同農協は継続的に出展してＰＲ活動
を行うことで、牛乳・乳製品の消費拡
大を目指している。

糖度１２度以上の温州ミカンは、高品
質果実とされ、根の周辺の土壌を適度
に乾かし、樹にほどよい乾燥ストレス
を与えることで生産される。
農研機構はこれまでに、土壌を乾燥
させるのが難しい平坦地でも安定して

高品質果実を生産できる、「NARO S.
マルチ（以下、標準マルチ）」を開発
している。しかし、温州ミカン園は傾

斜地における階段畑
も多く、このような
園地でも標準マルチ
を利用できる方法の
開発が望まれてい
た。
そこで同機構は、
平坦地向けに開発し
た標準マルチを階段

畑用に改良して傾斜地向けの「片側S.
マルチ」を開発した。階段畑の園地で
植列の山側のみに専用のシートを埋設
したうえで、地表面をマルチシートで
覆い、根域の水分制御を行う技術だ
（図）。
同マルチの実証試験において、技術
を導入した園地では、適度な乾燥スト
レスにより、従来技術のシートマルチ
栽培と比べて糖度が約２度高い１２度以
上となる、高品質果実を安定して生産
できた。また、平坦地向けの標準マル

チと比べて、シートの埋設に係る資材
と労力は半分で済むというメリットも
ある。
同マルチについて、技術の具体的な
導入方法と効果を解説した標準作業手
順書をホームページで公開。技術を導
入した生産者の声を掲載した動画も、
７月２９日より YouTube で公開され
ている。どちらも併載のＱＲコードを
読み取ることで閲覧出来る。

猛暑に立ち向かう
栃木県那須塩原市 大塚農園

上：左から結月さん、志穏さん、裕太さん、慶子さん、心咲さん
左：猛暑の影響を受けたハウス 右：車いじりの趣味を活かし、除草ロボットを自作

猛暑でもおいしい牛乳をアピール
岩手花平農協㏌「滝祭２０２５」

生産者自ら牛乳・ヨーグルトを配った バター作りに挑む子どもたち

S.マルチ、傾斜地でも利用可能に
平坦地向けより資材・労力半減

標準作業
手順書

生産者の声
YouTube

⬇ ⬇

農研機構の資料から
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東北大学は７月９日、「牛乳房炎防
除の新戦略～乳房炎発症予防飼養技術
と抗乳房炎育種手法の開発～」と題し
て講演会を開催した。その中から、乳
房炎発症予防と飼養技術について、講
演の内容を紹介する。
▽広島大学の磯部氏は、「乳牛の自
然免疫機能を活用した乳房炎の予防戦
略」と題して講演を行った。
磯部氏は、「乳房炎を予防するには、
乳腺における免疫機能を効果的に活用
することが重要」と紹介。この免疫機
能のうち「自然免疫」は、速やかに牛
体内に侵入した病原体に作用する。自
然免疫の中でも、抗菌因子は代表的な
自然免疫因子として知られており、牛
乳中にも存在することが明らかとなっ
ている。
抗菌因子は、乳腺上皮細胞や白血球
から分泌される分子であり、健康な状
態の牛の体内にも一定量存在するが、

乳房炎の発症時には抗菌因子のうち抗
菌性ペプチド（ＬＡＰ：値が高いと、
抗菌因子が働いている指標となる）濃
度が急激に上昇する（図１）ことから、
磯部氏は、炎症時の防御機能として重
要な役割を持っていると考察した。抗
菌因子を増加させることにより乳房炎
の予防が可能であるとみられる。
方法としては、①抗菌因子の１種で
あるＳ１００の乳中濃度を、搾乳頻度の調
整により上昇させる②乳房への温熱刺
激（カイロの貼付）や冷感刺激（メン
トールの表面塗布）（写真）による抗
菌因子の分泌促進―などがある。
また、発情時に上昇するホルモンで
あるエストロゲンも乾乳後期の乳腺の
再構築に不可欠であり、免疫機能と密
接な関わりがある。乳房においては、
エストロゲンが乳量を下げ、抗菌因子
分泌を促進することが知られている。
これらの、乳牛の体内の自然免疫で
ある抗菌因子の働きを上手く活用する
ことで、乳房炎予防が効果的に実施で

きるとみられる。
▽次いで、東北大学の麻生氏が「プ
ロバイオティクス飼料『枯草菌』を給
与した乳牛は乳房炎発症率が低下す
る」と題して講演。抗生剤には耐性菌
などの問題もあることから、乳牛の自
然免疫を向上させるような飼料添加物
の活用が効果的と考え、プロバイオテ
ィクス飼料である枯草菌を、分娩予定
日１ヵ月前から１頭当たり３．０×１０９

cfu（Colony Forming Unit の略で、
細菌の生存数を示す単位）給与する試
験を行い、その効果を検証した。
①乳房炎発症履歴のある乳牛への添
加試験 :慢性乳房炎を患った乳牛の多
くが再発することに着目し、前乳期ま
でに乳房炎を発症した罹患経験牛を
「枯草菌区（１１頭）」と「非給与区（１２頭）」
に分けて枯草菌の効果を検証した。
慢性乳房炎を患った乳牛を用いたた
め、「非給与区」は「枯草菌区」に比
べて再発頻度が高く、乳汁中体細胞数
も出荷停止の３０万個／㎖を超える牛が
多かったが、「枯草菌区」は再発率と
体細胞数を有意に低く抑えることがで
きた。これらの結果から、「枯草菌区」
では乳房炎発症回数や投薬日数、出荷

停止日数が有意に減少し、生産ロスを
軽減することができた（図２）。
②初産牛への添加試験：初産牛１０４

頭を供試し、「枯草菌区」「酪酸菌給
与区（以下、酪酸菌区）」「酵母細胞
壁給与区（以下、酵母細胞壁区）」「対
照区」の４区を設定。分娩時～９０日後
までの乳頭ごとの乳汁中体細胞数を測
定した。
出産後９０日間の乳房炎発症率は、「対
照区」が約５８％、「枯草菌区」が約２９％、
「酪酸菌区」が約５２％、「酵母細胞壁
区」が約５３％であり、「枯草菌区」が
最も発症を抑えることが確認された。
また、乳房炎を発症していない健康
牛では、出産後９０日間の乳汁中体細胞
数が「枯草菌区」で最も低い値で推移
し、炎症誘因因子や免疫グロブリンを
安定させることが判明し、乳房炎発症
予防効果と関連している可能性が示さ
れた。以上のことから、枯草菌の給与
が初産牛の乳房炎発症を低下させ、乳
汁中体細胞数を低い値で維持すること
が判明した。
※同講演会はＪＲＡ日本中央競馬会
畜産振興事業助成により実施されたも
のである。

と う た

養豚場の資産である母豚の淘汰更新
の決定は、管理者の長年の経験による
ところが大きい。ＮＯＳＡＩ宮崎生産
獣医療センターの辻厚史氏は、母豚の
直近３産の分娩データのうち「哺育開
始頭数」と「離乳頭数」を、それぞれ
足し算することにより、淘汰の基準と
なる頭数を設定することで、生産性が
向上することを明らかにした。
方法：母豚１３０～３２０頭を飼育する３
農場（Ａ、Ｂ、Ｃ）を「試験区」、母
豚３００～１３００頭を飼育する２農場（Ｄ、
Ｅ）を「対照区」とした。
「試験区」では、「哺育開始頭数」
「離乳頭数」の２項目について、母豚
の個体データ（母豚の個体台帳も可能）
から、農場の更新率に合わせて、各項
目ともに、成績の悪い豚から順に淘汰
できるようにした。試験では、哺育開
始頭数・離乳頭数それぞれの直近３産
の合計頭数が、下位１０～２０％となる頭

数をおおよその目安として算出。ボー
ダーライン以下の母豚を優先的に淘汰
し、育成母豚に更新した（図１、２）。
対照区は、従来どおり管理者の経験に
よる総合的な判断で淘汰更新を行っ
た。
結果：「試験区」では、方法を試み
た２１年度と前年度の成績を比べると、
哺育開始頭数・離乳頭数ともにＡ農場
は０．９頭、Ｂ農場は０．５頭（図３）、Ｃ
農場は０．４頭、それぞれ増加した。「対
照区」は、Ｄ農場で哺育開始頭数が０．１
頭減少したものの、離乳頭数は変化が
なく、Ｅ農場は哺育開始頭数・離乳頭
数ともに変化はなかった。
以上のことから、「哺育開始頭数」
と「離乳頭数」の直近３産を足し算し
たデータを基に淘汰更新の基準値を設
定することで、簡単に成績向上に繋げ
ることができるとした。
☆養豚場で用いる際の応用：淘汰更

新の基準値を高く設定し過ぎると、母
豚が減り過ぎるため、「分娩１回転（５
ヵ月）で、成績の悪い順に大体１０％の
母豚を淘汰する」程度の大まかな設定
基準が取り組みやすいラインだとして
いる。
農場ごとに、生まれる子豚の頭数を
増やしたい場合には「哺育開始頭数」
を優先して淘汰基準を設定し、離乳に
結びつく頭数が少ない場合には「離乳
頭数」を優先して基準を設定する。
細かいテクニックとして、先に「哺
育開始頭数」を優先して沢山産む母豚

群をつくり、時間差で離乳頭数優先に
シフトすると、スムーズな成績向上に
つながる。

乳房炎発症予防と飼養技術
「乳房炎防除の新戦略」から

乳房へのメントール塗布の様子
広島大学 磯部氏の発表資料から

母豚の淘汰基準設定で成績向上
直近３産の２項目のデータで数値基準
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農水省は６月２７日、「２４年度『アニ
マルウェルフェアに関する飼養管理指
針』の取り組み状況に係る調査の結果」
を公表した。
乳用牛、肉用牛、豚、採卵鶏、肉用
鶏、馬の生産者を対象に、２４年１１月～
２５年２月に調査が実施された。
都道府県畜産主務課と畜産関係団体
を通じて、アニマルウェルフェア（以
下、ＡＷ）指針に関するチェックリス
トを基にした調査票を生産者に配布
し、オンラインフォームや紙で回答を
求めた。回答は、設問ごとに「あては
まる」「ややあてはまる」「あまりあ
てはまらない」「あてはまらない」の４
択から選択する方式となっている。な
お、２３年度の調査は「はい」と「いい
え」の２択だったため、２３年度調査結
果と比較する場合、ここでは「あては
まる」と「ややあてはまる」の合計を
「はい」と同等として扱うことにする。

〈肉用牛・乳用牛について〉
調査は４３の確認項目について実施さ
れた。総回答数は肉用牛が７６０件、乳用
牛が３７５件だった。数多くある設問の中
から、ここでは「除角」と「去勢」に
着目した。
はじめに、除角の実施の有無を聞い
たところ、肉用牛は７５９件中５２６件の
６９．３％、乳用牛は３７５件中３４６件の
９２．３％が「はい」と回答している。除
角を実施する生産者の実施方法を確認
したところ、肉用牛が６０．４％、乳用牛
では８１．５％の生産者がＡＷに沿った方
法をとっていた（図１）。純粋な比較
はできないが、前年度に比べると、肉
用牛は２０．３㌽、乳用牛が１０．９㌽それぞ
れ増加しており、ＡＷに沿った除角を
実施する割合が増えた可能性がある。
去勢の実施については、８５．８％の生
産者がＡＷに沿った方法で去勢を実施
していると回答した（図２）。前年度

より６．９㌽増加しており、こちらも同様
に増えた可能性がある。
〈豚について〉
豚の調査の総回答数は４９１件だった。
去勢や断尾、歯切りに関する設問をみ
ると、いずれの項目も９割以上の生産
者がＡＷに沿った方法で実施してい
る。豚の実施率に関しては昨年と同様
の傾向で、麻酔や鎮痛剤の投与につい
ての言及がなく基本的な飼養管理につ
いてのみ聞かれているため、実施率が
高い。
〈ＡＷ指針について〉
最後に、「２３年７月に農水省が発出

した『ＡＷに関する飼養管理指針』に
ついて、どのようなものか知っていま
すか」という問いに着目する。これに
対して、「知っている」と回答した割
合は、図３のとおり。「なんとなく知
っている」が追加されたことで「知っ
ている」と回答した割合が減ってしま
ったように見えるが、「知らない（聞
いたこともない）」と回答した割合が
前年度調査より明らかに減っている。
これについて農水省の担当者は、Ａ
Ｗ指針という言葉は浸透してきている
ものの、詳しい内容までは把握されて
いないとみられると回答している。

神奈川県畜産技術センターは、ブラ
ンド牛肉直売所の来店者に、直売所を
利用する理由などについて質問し、来
店者の牛肉に対する嗜好を調べた。な
お、この直売所では交雑牛をブランド
牛としている。
アンケート調査は２３年１１月２５日と１２
月１日に、神奈川県葉山町にある牛肉
直売所の来店者２９人（女性１５人、男性
１４人、平均年齢５２．１歳）を対象に実施。
調査項目は、「牛肉直売所の来店頻度」
「脂肪交雑の嗜好」「焼肉として嗜好

する特徴」「牛肉直売所を利用する理
由」とした。なお、脂肪交雑の嗜好は、
アンケート調査で牛肉ロース部分の写
真を並べ、美味しそうと感じる牛肉写
真を選択してもらうことで、ＢＭＳの
嗜好を分析している。
調査の結果、来店頻度は「年数回」
が３８％で最も多く、「月１回」「月２
～３回」がそれぞれ１７％、「週１回以
上」が７％で、「初めて来店」は２１％
だった（図１）。これら来店頻度から、
月１回以上を「定期購入」、年数回を

「不定期購入」、「初来
店」の３つに分類した。
来店頻度と脂肪交雑の
嗜好の樹形図から、「定
期購入」層は BMS No.
３と５の脂肪交雑が比較
的少ない肉質を嗜好して
いた（図２）。
また、来店頻度と焼肉
として嗜好する特徴の樹
形図から、「定期購入」
層は「うま味」「柔らか
い」を嗜好していた。
これらの結果から、定
期購入者は、精肉ではB
MS No.３、５の脂肪交
雑が比較的少ない牛肉で
焼肉にした時に、「うま
味」「柔らかさ」を感じ
られる牛肉を求めている
傾向がうかがえた。調査
を実施した直売所では交
雑牛をブランド牛として
おり、来店者が求める特
徴に合致したと考えられ
た。

農畜産業振興機構は９月１０日、肉用
牛肥育経営安定交付金の交付金単価
（２５年７月分、概算払い）を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。
肉専用種は２道県で発動した。

交付金単価（１頭当たり）は、乳
用種が３万４７１６．８円（概算払い、前
月は２万７２６４．６円、確定値）。
前月分と比べ、乳用種は素畜費が
２万円近く急上昇したため、交付金
は増額となった。一方、交雑種は素
畜費が若干落ち込んだことなどから
生産費が抑えられ、発動には至らな
かった。

〈図２〉去勢は、生後３ヵ月以内
に行っている。または、
３ヵ月齢を超える場合、
なるべく早期に行うとと
もに、麻酔や鎮静につい
て獣医師の指導を求め、
必要と判断された場合
は、獣医師による麻酔薬
や鎮痛剤の投与の下で行
っている。

名前は浸透進むも内容までは進まず
２４年度アニマルウェルフェア調査結果

〈図１〉除角は、触ると角が分か
るようになる時期以降
で、角が未発達の時期（遅
くとも生後２ヵ月以内）
に行っている。または、
角が発達後に除角する場
合、常に獣医師による麻
酔薬の投与の下で行って
いる。

図１～３はすべて農水省の資料をもとに作成

図１ 牛肉直売所の来店頻度
常連はサシ少なく旨味感じる牛肉求める

牛肉直売所（神奈川）来店者調査

図２ 来店頻度別の嗜好するＢＭＳ

乳用種のみ発動
牛マルキン７月分

図１、２ともに神奈川県畜産技術センターの資料から
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

現在開催中の大阪・関西万博。そん
な世界の表舞台で、開拓者の牛肉が提
供されていることをご存知だろうか。
提供レストランは、リングサイドマ
ーケットプレイス西の「SOLEIL EX
PO2025 STORE」と、ウォータープラ
ザマーケットプレイス東の「MARE
produced by Mrs.Istanbul」の２店
舗。７月から営業を始め、ゼンカイミ
ート㈱の牛肉で、「宮崎ハーブ牛のス
テーキ」「ハンバーグ」「ハンバーガ
ー」の３品を提供している。どちらの
店舗もハラールなどに対応しており、
食の禁忌がある人も一緒に楽しめる。

実際にステーキを食べてみると、交
雑牛特有のほどよい脂ののりと味付け
がマッチしており、食べやすかった。
ゼンカイミート㈱が提供する商品に
ついて担当者に聞くと、①ハンバーグ
のつなぎには米粉を使っているのでグ
ルテンフリーを謳える②１つのサイズ
に成型されている―といった使い勝手
の良さや、肉本来のうま味が好評なこ
とを挙げてくれた。
取材当日、一時的にハンバーグが売
り切れになった場面があった。今後、
開拓者が生産した牛肉が全世界で注目
されていく。

需要の停滞は、
秋の行楽シーズ
ンまで続きそう

物価高の影響が長らく和牛相場を停
滞させている。Ｆ₁は和牛の代替需要
で、乳用種は輸入の代替もあるが、行楽
シーズンまでは需要は伸びない様子。
【乳去勢】８月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１１３６円（前年同月比１０８％）
となり、前月より８８円下がった。
９月に入って頭数は減少傾向だが、
需要も停滞気味で、１１００円台でのもち
あいでの推移か。
【Ｆ₁去勢】８月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５６８円（同１００％）、Ｂ２が１４０１円
（同１００％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が４１円減、Ｂ２も４８円減と、弱含みで
の推移となった。

９月に入ると、出荷頭数は増加傾向
で、Ｂ３で１６００円前後の推移で弱もち
あいの展開となっている。
【和去勢】８月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２０６３円（同１０４％）、Ａ３が１９５２円（同
１０９％）だった。前月に比べ、Ａ４が９２
円、Ａ３も４１円ともに下がった。
９月に入ると、Ａ４で２０００円台での
推移となっており、頭数は減少する見
込みだが弱もちあいで、秋の行楽シー
ズンまでは大きな動きはなさそう。
【出荷頭数】９月の出荷頭数は、和
牛４万２０００頭（同９６％）、交雑種２万
２０００頭（同１０９％）、乳用種２万４６００頭
（同９５％）と、和牛・乳用種はやや減
少する見込み。
【輸入量】農畜産業振興機構は９月
の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で３万
８３００ｔ（同１００％）と予測。内訳は、冷

蔵品１万４６００ｔ（同９５％）、冷凍品が
２万３７００ｔ（同１０４％）。冷蔵品は米国
産等の減少が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１１００
～１２００円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１５５０～１６５０
円、同Ｂ３が１５００～１６００円、同Ｂ２が
１３５０～１４５０円、和牛去勢Ａ４が２０００～
２１００円、同Ａ３が１９００～２０００円での推
移か。

需要が停滞して
いるが、酷暑で
頭数減の可能性

８月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物６６８円（前年同月比
８７％）、中物は６２５円（同８４％）となっ
た。前月に比べ上物が１９９円、中物も２１１
円の急落となった。需要が停滞してお
り、７月は記録的な高値だっただけに、
落差は激しいが、９月に入っても６００円
台はキープしている。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、９月は１２９万頭（前年同月比１０１％）

と、頭数が少なかっ
た昨年より若干増え
る予測となってい
る。しかし、記録的
な猛暑が続いてお
り、出荷頭数が予測
より減少する可能性
もあり、品薄感は残
りそう。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、９月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量
で７万６９００ｔ（同

９８％）と、前年より減少する見込み。
内訳は、冷蔵品３万４００ｔ（同１００％）、
冷凍品４万６５００ｔ（同９６％）。冷凍品
は、国内の輸入品在庫が多いことなど
により減少が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、昨年ほどの高値は期
待できないが、上物が６００～７００円、中
物が５５０～６５０円と、もちあいでの推移
と見込まれる。

増頭傾向になる
も、昨年ほどの
下降は無いか

【スモール】８月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が４万２９８８円（前年同
月比２００％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１９万２００８
円（同１９９％）で、前月に比べ、乳雄は
４万９８円減、Ｆ₁は４万９４２２円減と、と
もに急落した。
乳雄・Ｆ₁ともに、頭数が増加に向か
いだしたことで、相場は下降傾向にな
ってきた。しかし、昨年ほどの極端な
供給過剰（酷暑による出産時期の遅れ
による）とまではいかない見込み。
今後も、やや増頭傾向にはあるが、
今年は極端に増頭するわけではないの

で、昨年末のような低価格になるとは
考えにくい。
【乳素牛】８月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２１万６４５７円（同１１２％）、Ｆ₁去勢は４０万
８９１９円（同１２９％）だった。前月に比べ
乳去勢は３０９６円減、Ｆ₁去勢も１万５１０６
円下がった。
Ｆ₁去勢は、前月より頭数は減少して
いるが、スモール同様、今後はやや増
加傾向が見込まれる。
【和子牛】８月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
７１万３６８６円（同１２６％）で、前月より１
万２０６８円上がった。
乳用種と異なり、頭数の減少傾向は
続き、強もちあいの展開か。

８月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５５６ ５４４ ３０５ ３１５ ２０９，４２５ ２２３，４８８ ６８７ ７０９
Ｆ１去 １，９７６ １，９８５ ３４６ ３３９ ４０９，０３６ ４２９，８７１ １，１８２ １，２６８
和去 １，１９４ ３，３２８ ３３４ ３４４ ７７４，２６６ ７７９，５２８ ２，３１８ ２，２６６

東 北
乳去 ２ ― ２０１ ― ５９，４００ ― ２９６ ―
Ｆ１去 ４ ５ ３１５ ３２０ ３０３，０５０ ３４０，５６０ ９６２ １，０６４
和去 ２，０１２ ２，５２９ ３２６ ３２８ ６９７，０９３ ６４５，１７７ ２，１３５ １，９６４

関 東
乳去 ４１ ２ ３５２ ２３０ ３３７，８３４ １３３，６５０ ９６０ ５８１
Ｆ１去 １１５ １２４ ３６３ ３５９ ４１８，６３１ ４０６，５５６ １，１５５ １，１３３
和去 ８７３ ７４０ ３２９ ３３４ ７４４，８５８ ７１２，８６７ ２，２６３ ２，１３５

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 １ ２ ３１０ ３０７ ３４８，７００ ３２３，９５０ １，１２５ １，０５５
和去 ９０ ５３ ２９３ ２９３ ６０７，５９１ ６０７，８４３ ２，０７４ ２，０７５

東 海
乳去 ― １ ― １４４ ― ６９，３００ ― ４８１
Ｆ１去 ６１ ６０ ３４０ ３４３ ４０８，９６６ ４００，４７３ １，２０３ １，１６７
和去 １８９ ３９９ ２７７ ２９１ ７１５，３３２ ６８８，１１８ ２，５８６ ２，３６３

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― １ ― ２０５ ― ２３５，４００ ― １，１４８
和去 １６３ ３６８ ２６２ ２６４１，１００，４２５ ９７６，２９２ ４，２００ ３，６９６

中 四 国
乳去 ３０ ４０ ２９６ ２９３ １９４，６６３ １７６，０５５ ６５７ ６００
Ｆ１去 ２２５ ３２４ ３３４ ３４１ ３９９，０３１ ４１４，２０８ １，１９６ １，２１３
和去 ６８４ ７９８ ３１３ ３１９ ６６２，６６８ ６５６，４２３ ２，１１８ ２，０５９

九州・沖縄
乳去 １ ３ ３２６ ３０９ １１７，７００ １９３，２３３ ３６１ ６２５
Ｆ１去 ２５８ ２４０ ３３７ ３３７ ４１４，１８０ ４０３，１１３ １，２２９ １，１９６
和去 ７，４１１ ７，２９４ ３０７ ３０６ ７０２，２２８ ６７７，４８８ ２，２８９ ２，２１３

全 国
乳去 ６３０ ５９０ ３０８ ３１３ ２１６，４５７ ２１９，５５３ ７０３ ７０１
Ｆ１去 ２，６４０ ２，７４１ ３４５ ３４０ ４０８，９１９ ４２４，０２５ １，１８５ １，２４７
和去 １２，６１７ １５，４９９ ３１３ ３１９ ７１３，６８６ ７０１，６１８ ２，２８０ ２，１９９

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

万博に宮崎ハーブ牛参上！
ゼンカイミート㈱の牛肉が世界へ

上：宮崎ハーブ牛ステーキ 左下：ゼンカイミート製ハンバーグ 右下：店内の様子
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